


















懸念されている.今回我々は 2009年 9月から 2012年 1







面高 拓矢，寺内 正紀，萩原 敬一
堤 智史，中川 由美，関 隆致
（群馬中央総合病院 整形外科）
【目 的】 当院で行っている TKA術後のエドキサバン
による抗血栓療法について,その有効性を検討すること.






び症状がなくても術後 1週の D-dimmer値が 20μg/ml
を超える症例に,造影 CT検査を施行した.【結 果】




















持続静注 (IVPCA)の効果を比較した.【方 法】 当院
にて TKAを施行した症例のうち, 2010年 1月～ 6月に
IVPCA (フェンタニル 1.5mg 30mlに生理食塩水 30ml
を加え, 1 ml/hで持続静注) による術後鎮痛処置を行っ




ススケール (0:痛みがない, 1:少しだけ痛い, 2:もう





のフェイススケールは, IVPCA群でそれぞれ 3.2, 3.2,
2.7,2.7,2.6, 2.3, 2.4であり,FNB群でそれぞれ 1.5, 2.4,
2.0,2.1,2.1,2.2,2.2であり,術後 12時間までは FNB群
で有意に良好な術後鎮痛効果が確認された.術後鎮痛剤





群では 42％に術後嘔吐がみられた.【結 論】 FNBは
IVPCAと比較して術後 12時間まで有意に良好な術後
鎮痛効果が得られていた.特に術後短期的な鎮痛効果に
優れており,術後鎮痛剤の追加投与を減少させ,嘔吐な
どの副作用も少なかった.
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